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　ボランティアを募集
▷活動内容
◦セーフティサポーター
　放課後子ども教室全体の安全管理や見守りをします。
◦学習アドバイザー
宿題や予習・復習等、学習をしたい子どものサポート
をします。
◦ボランティア指導員
子どもに遊びを教えたり、一緒に遊んだりします。
※�セーフティサポーター・学習アドバイザーについては、
少額ですが謝礼があります。

▷活動日時　平日のおおむね午後１時 30分～４時 30分
　　　　　　※月１回以上の活動ができる方
▷応　　募　青少年課（市役所３階）で随時受付しています。

　放課後子ども教室で、子ども達と
一緒に遊んだり、勉強を見てくれる
のは、ボランティアの皆さん。放課
後子ども教室は、地域に支えられて
います。
　今回取材をした七小の放課後子ど
も教室にも、30 人のボランティア
の方がおり、交代で活動しています。
　七小でボランティアの代表を務め
る中村勝昌さん（写真の前列右側）は、「放課後子ども教室に行くように
なって、6年近くになります。子ども達は、地域のボランティアとのふれ
合いで、様々な事を学んでいます。規則を守り、あいさつ等ができるよ
うになりました。私達も、子ども達の顔を見ると元気がでてきます。こ
れからも、子ども達のために頑張っていきたいです」と語ってくれました。

具体的な活動内容は？

誰でも利用できるの？

子ども達の過ごし方は？ こんな役割も！

お近くの小学校で
活動できます！

地域が支える 放課後子ども教室

放課後子ども教室

△七小放課後子ども教室 ボランティアの皆さん

わたしたちは　国際社会の�
一員として　安心して暮らせる�
平和なまちをつくります

〔東大和市男女共同参画
都市宣言（抄）〕

参加費は です！無 料

　学童保育所入所児童以外の小学校全児童が
利用できます。定員はありません。小学校に
より実施日時が異なりますので、自分の学校
の予定をチェックしてみましょう！

　教室内での工作や本読み、校庭でのボール
遊びなど活動内容は様々です。
　もちろん、宿題など
の勉強もできますよ。
※�活動内容は学校ごとに
異なります 詳しくは、
青少年課までお問い合
わせください。

　子ども達の過ごし
方は人それぞれ。受
付を済ませて、すぐ
に遊び始める子もい
れば、勉強から始め
る子もいます。
　自分のペースで、放課後を過ごすことが
できるのが良いですね。

　この教室では、学年の区
別なく一緒に遊びます。友
達づくりには最適な場所で
すね。
　また、運営に携わる地域の方々との「世代
を超えた交流」により、子ども達には社会性
を身に付けるという効果が期待でき、大人も
子ども達から元気をもらう事ができます。

　「こんにちは―。」放課後のチャイムが鳴ると、放課後
子ども教室にたくさんの子ども達がやってきました。
　放課後子ども教室は、放課後の子ども達の居場所作り
のために、各小学校に設置されています。地域の方々の
協力により運営されており、子ども達が安全に楽しく過
ごせる場所です。この機会に、放課後の過ごし方の一つ
に加えてみてはいかがでしょうか。
▷問合せ　青少年課・内線 1742 まで。

▷実施日時
小学校 実施曜日※ 実施時間
一小 月・水曜日

４月～９月
放課後～
午後４時 30分

10月～３月
放課後～
午後４時

二小 水曜日
三小 木・金曜日
四小 月・水曜日
五小 月・水曜日
六小 火・水曜日
七小 月～金曜日
八小 月・水曜日
九小 月・水・金曜日
十小 月・火曜日

※学校行事等により変更となる場合があります。
▷参加申込み
　自分の学校の放課後子ども教室または青少
年課（市役所３階）で配布している登録票に
必要事項を記入し、提出してください。

みんな～ 遊びにおいでよ！
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■
男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
は
ー
も
に
い
」
編
集
委
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

「
原
稿
を
書
い
て
み
た
い
！
」

「
取
材
を
し
て
み
た
い
！
」

「
イ
ラ
ス
ト
が
得
意
！
」

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
（
性
別
、
経
験
は
不

問
）

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

　

東
大
和
市
で
は
、
高
齢
化
が

進
み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
家
や
地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民

同
士
の
支
え
合
い
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

地
域
で
の
支
え
合
い
を
広
げ

る
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を

　

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

年
齢
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
心

身
の
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

地
域
で
介
護
予
防
を
目
的
と

し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
等
を

担
っ
て
い
た
だ
く
人
材
を
養
成

す
る
た
め
、
介
護
予
防
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
「
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体

操
」
は
、高
齢
者
の
介
護
予
防
、

健
康
維
持
を
目
的
に
、
東
大
和

市
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
体
操
に
は
、
体
の
筋
力

ア
ッ
プ
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向

上
、
お
口
の
機
能
向
上
な
ど
に

効
果
の
あ
る
動
き
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

下
表
の
場
所
で
こ
の
体
操
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
場
所
で
参
加
し
て
、
い
つ

ま
で
も
生
き
生
き
と
自
分
ら
し

　

く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済

的
な
問
題
と
合
わ
せ
て
、
精
神

的
な
問
題
、家
庭
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

　

認
知
症
の
症
状
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
不
安
な
気
持
ち
を
映

▽
活
動
内
容　

男
女
共
同
参
画

情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」（
年

１
回
・
２
月
発
行
予
定
）
の
企

画
・
編
集

▽
活
動　

９
月
～
平
成
30
年
２

月
の
う
ち
、
４
回
程
度

▽
応
募
方
法　

①
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
住
所
③
生
年
月
日
④

性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
理
由

を
記
入
の
う
え
、
地
域
振
興
課

（
市
役
所
３
階
）
へ
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
（
042
―
563
―

５
９
３
１
）、ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
は
ー
も
に
い
編
集

委
員
募
集
の
ペ
ー
ジ
）
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
用
紙
の
配
布
場
所　

地

域
振
興
課
（
市
役
所
３
階
）、
市

役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館

▽
応
募
期
限　

８
月
31
日
㈭
必

着■
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
が
違

う
、
昇
進
・
昇
格
に
男
女
差
別

が
あ
る
、
上
司
か
ら
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
等

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
市
で

は
、｢

男
女
が
平
等
で
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会｣

を
目
指

し
て
、「
男
女
共
同
参
画
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
事
前
予
約
制
）。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
地
域

振
興
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

地
域
で
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

東
大
和
市
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
さ
さ
え
あ
い
～
今
の
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
～

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

▽
日
時　

７
月
22
日
㈯
午
後
１

時
～
３
時
30
分
（
午
後
０
時
30

分
開
場
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
（
有
料
）
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
等

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

300
人（
事
前
申
込
制
）

▽
内
容

◦
基
調
講
演
「
み
ん
な
で
創
ろ

う　

助
け
合
い
社
会
」
清
水
肇

子
氏
（
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
理
事
長
）

◦
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」
市
内
で
支
え
合
い
活
動

を
し
て
い
る
団
体
の
活
動
紹
介

な
ど

※
手
話
通
訳
あ
り
。

▽
申
込
み　

７
月
14
日
㈮
ま
で

に
東
大
和
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
042
―
564
―
０
０
１
２
へ
。

▽
共
催　

東
大
和
市
社
会
福
祉

協
議
会

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
込
み
な
ど
は
不
要
で
す
。

※
飲
み
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
の
体
操
は
、
雨
天
中
止

で
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
９
ま
で
。

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

次
の
①
②
の
両
方
に

あ
て
は
ま
る
方

①
市
内
在
住
で
講
座
終
了
後
に

主
体
的
に
介
護
予
防
活
動
を
行

え
る
方

②
基
本
的
に
全
て
の
講
座
に
出

席
で
き
る
方

▽
日
時
・
内
容
・
場
所　

左
表

の
と
お
り

※
事
前
説
明
会
に
も
参
加
が
必

要
で
す
。

▽
定
員　

20
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▽
指
導
者　

東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
員
等

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
み　

６
月
23
日
㈮
ま
で 

に
高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１
７ 

９
ま
で
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金
と

し
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
「
そ
え
る
」
の
支
援

◦
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
ご

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。

◦
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員

が
支
援
制
度
・
手
続
き
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

◦
市
内
に
居
住
し
、
失
業
等
に

像
で
体
験
し
ま
す
。
そ
し
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
何
が

で
き
る
か
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護

に
関
心
の
あ
る
方
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月
７
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

よ
り
生
活
に
お
困
り
の
方

◦
「
そ
え
る
」
の
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
資
産
収
入

要
件
等
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　
「
そ
え
る
」・
内
線

１
０
８
１
ま
で
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
定
員　

50
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

下
河
原
忠
道
氏
（
株

式
会
社
シ
ル
バ
ー
ウ
ッ
ド
代
表

取
締
役
）

▽
申
込
み　

東
大
和
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
は
～
と
ふ
る
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042

―
516
―
３
９
８
２
へ
。

暮らし・仕事でお困りの方
お手伝いします

男女共同参画
■情報誌編集委員
　ボランティア募集

■相談窓口を
　ご利用ください

養成講座を開催します

介護予防リーダーに
なりませんか

一緒に体を
動かしましょう！

介護予防・健康維持の
東大和元気ゆうゆう体操

認
知
症
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

バ
ー
チ
ャ
ル

　
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
会

期日 内容
6月 30日（金） 事前説明会
8月 4日（金） 介護予防リーダーとは（講義）
8月 18日（金） 老年学と介護予防（講義）
8月 25日（金） 口腔機能の向上（講義）・介護予防地域資源調査説明
9月 1日（金） 老年症候群の早期発見（講義・実習）
9月 8日（金） 東大和市の介護予防の現状Ⅰ・Ⅱ（講義）
9月 15日（金） 高齢期の栄養改善（講義）・介護予防活動（自主グループ）見学についての説明
9月 22日（金） 介護予防地域資源調査報告・資源調査レポート提出
9月 29日（金） 介護予防に必要な運動学（講義・実習）
10月 6日（金） 転倒予防・筋力増強トレーニング（講義・実習）
10月 13日（金） ボランティア実践論
10月 20日（金） 社会福祉協議会について・修了論文作成指導・達成度試験
10月 27日（金） 認知症サポーター養成講座
8月～ 10月 介護予防活動（自主グループ）見学

10月～ 12月上旬 修了論文作成
12月 15日（金） 修了論文発表会練習
12月 22日（金） 修了論文発表会・修了式

※�時間はいずれも午前 10時～正午です。場所は市役所や奈良橋市民センター等ですが、詳しくは申込
者にお知らせします。

場所 曜日 時間 備考
向原中央公園 火・金曜日 9:00 ～ 9:30 祝日は休み
二ツ池公園横 月・木曜日 10:00 ～ 11:00
奈良橋市民センター 木・土曜日 9:00 ～ 9:30 祝日・第 5週は休み

清原北公園 月曜日 ① 9:00 ～ 9:30
② 10:00 ～ 10:30

① 4～ 10月
② 11～ 3月

高木公園 木曜日 10:00 ～ 10:30 祝日・第 5週は休み
芝中中央公園 水曜日 8:30 ～ 9:00
上北台市民センター 木曜日 15:00 ～ 16:00 上履き持参
湖畔集会所 金曜日 10:00 ～ 11:00 椅子での体操

清水公園 月曜日 ① 9:00 ～ 9:30
② 10:00 ～ 10:30

祝日は休み、① 4～
10月、②11～ 3月

新堀こども広場（夏季・
冬季：清原市民センター） 木曜日 9:00 ～ 9:30 祝日は休み

協和こども広場 水・金曜日 9:00 ～ 9:30
市役所中庭 月曜日 12:30 ～ 12:50 第 1月曜日は休み
都立東大和南公園 火曜日 6:45 ～ 7:05
狭山 4丁目アパート広場 水曜日 8:50 ～ 9:20
多摩湖下えん堤前 水曜日 9:30 ～ 10:00 通称　多摩湖広場
向原南公園 木曜日 9:00 ～ 9:30 祝日は休み

清水こども広場 火曜日 ① 9:00 ～ 9:30
② 10:00 ～ 10:30

① 4～ 10月
② 11～ 3月
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経
験
豊
か
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
お
悩
み
に
対
面
で
応
え
ま

す
。
申
込
方
法
等
詳
細
は
「
中

小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
幼
稚

園
や
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園

類
似
の
幼
児
施
設
に
通
わ
れ
て

い
る
３
・
４
・
５
歳
児
（
平
成
29

年
４
月
１
日
現
在
。
年
度
途
中

　

退
職
や
子
ど
も
の
独
立
後
に

始
ま
る
第
三
の
人
生
は
、
自
分

の
居
場
所
探
し
に
例
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
分
ら
し
く
年
を
重

ね
る
た
め
に
家
庭
や
職
場
以
外

の
第
三
の
居
場
所
（
つ
な
が
り

や
活
動
）
を
持
つ
意
味
や
、
人

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
中
学
生
が
実
行
委

員
と
な
り
、
司
会
進
行
、
あ
い

■
７
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
（
事
前
予
約
不
要
）

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
ま
す
。親
子
で
、

手
遊
び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

　

５
回
全
て
受
講
さ
れ
た
方
に

は
、
市
内
で
創
業
す
る
際
に

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ

る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

６
月
23
日
㈮
ま
で

に
、
産
業
振
興
課
窓
口
（
市
役

所
１
階
）、
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
内
公

共
施
設
に
置
い
て
あ
る
創
業
塾

の
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
書
を
利

用
し
て
、
フ
ァ
ク
ス
（
042
―
563

―
５
９
２
７
）
で
も
申
込
み
が

で
き
ま
す
。

※
チ
ラ
シ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料（
初
回
の
み
、

交
流
会
費
500
円
）

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

■
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
生
活
習
慣
を
起
因
と
し
た

糖
尿
病
等
の
治
療
を
し
て
い
る

方
の
中
か
ら
対
象
と
な
っ
た
方
へ

糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
食
事
や

運
動
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
保

健
師
等
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣

改
善
の
た
め
の
計
画
に
基
づ
い

た
面
談
や
電
話
な
ど
を
行
い
、

糖
尿
病
等
の
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加

は
担
当
医
師
と
相
談
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用

差
額
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

幼
稚
園
児
等
の
保
護
者
の
方

補
助
金
の
申
請
手
続
を

　
　
　
　
ご
確
認
く
だ
さ
い

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

中
学
生
に
よ
る

　
発
表
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い

楽
し
く
実
り
あ
る
人
生
に
す
る
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か

消
費
者
講
座
「
人
生
100
年
の
居
場
所
学
」

女
性
の
創
業
・
経
営
を

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

国民健康保険からの
お知らせ

東大和市創業塾の内容が決定！
ぜひお申込みください

子ども家庭支援センターを
ご利用ください

■７月の出張かるがもひろば
■子どもショートステイ
■休館日

▽
対
象　

女
性
で
創
業
に
関
心

の
あ
る
方
、
創
業
を
目
指
し
て

い
る
方
、
創
業
間
も
な
い
方
、

中
小
企
業
の
経
営
者

▽
相
談
日
時　

毎
週
水
曜
日
の

で
満
３
歳
に
な
る
幼
児
も
含

む
）
の
保
護
者
の
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
、
園

か
ら
配
布
さ
れ
る
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

生
を
楽
し
く
実
り
あ
る
も
の
に

し
て
い
く
「
居
場
所
学
」
を
学

ん
で
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

７
月
14
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

40
人
（
申
込
順
）

さ
つ
、
会
場
案
内
な
ど
を
担
当

す
る
「
中
学
生
の
意
見
発
表
」

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
１
日
㈯
午
後
１

時
～
４
時
30
分
（
午
後
０
時
30

分
開
場
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
日
時
・
場
所　

７
月
３
日
㈪

湖
畔
集
会
所
／
11
日
㈫
む
こ
う

は
ら
児
童
館
／
12
日
㈬
清
水
集

会
所
／
19
日
㈬
仲
原
集
会
所
／

各
回
と
も
午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分

■
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

市
内
在
住
の
満
２
歳
～
小
学

生
を
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ

か
の
理
由
で
一
時
的
に
養
育
で

き
な
い
と
き
、
養
育
協
力
員
宅

に
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◦
病
気
、
け
が
、
出
産
等
で
入

院
、
療
養
す
る
と
き

◦
親
族
の
看
護
、
介
護
を
す
る

と
き

◦
事
故
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き

午
前
９
時
30
分
か
ら
、
午
前
10

時
45
分
か
ら
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
午
後
２
時
45
分
か
ら

※
相
談
時
間
は
１
時
間
以
内

▽
場
所　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

内
会
議
室
（
中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
東
大
和
寮
３
階
）

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
担
当
☎
042
―
565
―
１
１
９
５

へ
。

　

案
内
が
７
月
中
旬
ま
で
に
お

手
元
に
届
か
な
い
場
合
や
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
、
１
号
に
認
定
さ
れ
て
い
る

幼
児
の
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１ 

７
５
２
、
ま
た
は
通
園
し
て
い

る
幼
稚
園
等
へ
。

▽
講
師　

澤
岡
詩
野
氏
〔（
公

財
）
ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財

団
・
主
任
研
究
員
〕

※
申
込
み
は
６
月
15
日
㈭
午
前

10
時
か
ら
、
手
話
通
訳
の
ご
希

望
は
、６
月
30
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
（
042
―
563
―
５
９
３
１
）

ま
た
は
メ
ー
ル
（chiikisinko@

city.higashiyam
ato.lg.jp

）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

▽
内
容

◦
「
思
い
や
り
の
言
葉
で
生
ま

れ
る
勇
気
、
深
ま
る
絆
、
つ
な

が
る
地
域
」
を
テ
ー
マ
に
市
内

中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表
及
び

感
謝
状
授
与
式

◦
映
画
上
映
「
ペ
ッ
ト
」

※
入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
４
ま
で
。

◦
冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
と
き

▽
期
間　

１
回
に
つ
き
１
泊
２

日
～
６
泊
７
日
以
内

▽
利
用
料　

子
ど
も
１
人
１
泊

に
つ
き
二
，
〇
〇
〇
円
（
そ
の

他
お
子
さ
ん
に
か
か
る
医
療

費
、
交
通
費
等
の
費
用
は
自
己

負
担
で
す
）

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

７
月
22
日
㈯
は
ワ
ッ
ク
ス
清

掃
の
た
め
、
終
日
休
館
と
な
り

ま
す
。
一
時
保
育
や
来
館
を
予

定
さ
れ
て
い
た
方
々
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
３
６
５
１
ま
で
。

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許

が
切
れ
た
後
に
作
ら
れ
た
同
一

成
分
（
同
一
効
能
、
効
果
）
を

持
つ
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
時
に
、
自
己
負
担
額
の

削
減
が
見
込
ま
れ
る
方
へ
通
知

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
通

知
に
よ
り
、
申
請
等
の
手
続
き

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
す
る
方
は
担

当
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
健
康
づ
く
り
相
談

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
骨
密

度
・
血
管
年
齢
の
測
定
が
で
き

る
、
無
料
の
健
康
づ
く
り
相
談

を
行
い
ま
す
。
予
約
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月
21
日
㈬
・
22
日

㈭
午
前
10
時
～
正
午
及
び
午
後

１
時
～
３
時

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟

▽
定
員　

両
日
と
も
午
前
・
午

後
各
30
人
（
当
日
先
着
順
）

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

臨時福祉給付金
申請期限は１０月２７日㈮です。お早めの
申請をお願いします。該当すると思われる
方に４月下旬に申請書を送付しています。

問合せ
臨時福祉給付金コールセンター
（市役所２階）・内線３９１０まで

期日 内容

1 7月 1日 創業への第一歩を踏み出そう（経営）
先輩創業者から学ぶ成功要因（創業事例）

2 7月 8日 創業の志を実現するためのビジネスプランを作成しよう（経営） 

3 7月 22日
顧客視点で販路開拓を実践しよう（販路開拓）
IT を活用し販売促進や顧客獲得・ファンづくりにつなげよう（販路開拓）
自己のビジネスプランをブラッシュアップしよう〈Ⅰ〉（経営）

4 7月 29日
開業するにあたっての会計知識を身につけよう（財務）
自己のビジネスプランをブラッシュアップしよう〈Ⅱ〉（経営）
関係者が生き生きと働く職場をつくろう（人財育成）

5 8月 5日
好印象を持たれるデザイン力を身につけよう（販路開拓）
創業者に必要なビジネスマナーを身につけよう
創業に向けて支援機関を活用しよう

※�全て土曜日、時間は午前9時 30分～午後4時 30分、場所は中小企業大学校東京校内
BusiNest（東大和市桜が丘 2-137-5）
※個別の回のみの参加はできません。

マイバッグ　資源を入れて　お買い物 ペットボトル、白色トレイなどの資源物は、お買い物のときにマイバッグに入れていき、買ったお店に戻しま
しょう／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

カクニンジャ !!
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郷
土
博
物
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
は
、
６
月
17
日
㈯
か
ら
、

夏
の
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
曜

日
や
時
間
に
よ
っ
て
投
影
内
容

が
変
わ
り
ま
す
が
、
ど
の
番
組

の
投
影
に
も
星
座
解
説
が
あ
り

ま
す
。期
間
中
は
投
影
回
に
よ
っ

て
は
、
職
員
が
直
接
、
星
座
解

説
を
し
ま
す
。
メ
ガ
ス
タ
ー
の

星
空
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
夏
番
組
・
こ
ど
も
番
組
・
特

別
番
組
の
共
通
事
項
】

▽
投
影
期
間　

６
月
17
日
㈯
～

９
月
10
日
㈰（
休
館
日
を
除
く
）。

※
７
月
２
日
㈰
は
全
て
「
た
な

ば
た
さ
ま
の
星
空
」
に
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
別
の
番

組
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▽
投
影
時
間　

星
座
解
説
含
め

て
45
分
程
度

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

100
人
（
当
日
券
売
機

で
お
求
め
く
だ
さ
い
）

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円

◎
夏
番
組
「
フ
ィ
ー
ル
・
ジ
・

ア
ー
ス
」

　

葉
加
瀬
太
郎
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
住
む

地
球
と
い
う
星
を
ふ
り
か
え
り

ま
し
ょ
う
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

毎
日
午
後

３
時

◎
こ
ど
も
番
組
「
ナ
ナ
と
ハ
チ

～
ち
き
ゅ
う
に
お
ち
て
き
た
ネ

コ
の
も
の
が
た
り
～
」

　

ゴ
ン
ロ
ク
じ
い
さ
ん
と
そ
の

孫
ナ
ナ
の
と
こ
ろ
へ
宇
宙
か
ら

ネ
コ
が
お
ち
て
き
ま
し
た
。

　
「
浦
島
太
郎
」
の
話
の
よ
う

な
時
間
が
織
り
な
す
ふ
し
ぎ
な

昔
話
で
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
11
時

※
８
月
８
日
㈫
～
８
月
25
日
㈮

の
間
、
平
日
午
前
11
時
も
投
影

し
ま
す
。
な
お
、
７
月
25
日
㈫

～
８
月
４
日
㈮
の
平
日
午
前
11

時
は
、
特
別
番
組
「
太
陽
系
フ

ラ
イ
ト
」
を
投
影
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
学
習
活
動
に
参
加
し
、

豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
、「
学
び
あ
い
ガ
イ
ド
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
に
よ
る
生
涯
学
習
」

で
は
、
市
が
実
施
す
る
事
業
、

市
内
高
校
の
公
開
講
座
等
や
ひ

が
し
や
ま
と
出
前
講
座
（
多
摩

湖
塾
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

次
の
場
所
で
閲
覧
及
び
無
料
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
団
体
・
サ
ー
ク
ル
紹

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
日
時　

７
月
８
日
㈯
午
前
９

時
～
11
時
頃
（
受
付
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
翌
日

順
延
。
順
延
が
決
定
し
た
場
合

は
、
当
日
午
前
８
時
ま
で
に
電

話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

▽
集
合
場
所　

東
大
和

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
（
下
図
参
照
）

▽
定
員　

25
組
（
申
込

順
）

▽
内
容　

と
う
も
ろ
こ

し
刈
り
体
験
、
試
食
会

▽
費
用　

一
人
当
り
200

円
（
保
険
代
等
と
し
て
。

　

戦
争
遺
跡
「
旧
日
立
航
空
機

㈱
変
電
所
」
を
、
毎
月
第
２
日

曜
日
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

銃
撃
に
よ
り
被
災
し
た
建
物

及
び
展
示
資
料
に
つ
い
て
、
文

化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
９
日
㈰
、
８
月

13
日
㈰
、
９
月
10
日
㈰
の
午
後

１
時
～
４
時

▽
場
所　

旧
日
立
航
空
機
㈱
変

電
所（
都
立
東
大
和
南
公
園
内
）

◎
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

旧
日
立
航
空
機
㈱
変
電
所
や

（
仮
称
）
東
大
和
郷
土
美
術
園

当
日
受
付
時
に
集
金
し
ま
す
）

▽
持
ち
物　

軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

６
月
19
日
㈪
午
前

８
時
30
分
か
ら
、産
業
振
興
課
・

内
線
１
０
７
２
へ
。

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

の
公
開
、
文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
、

郷
土
博
物
館
の
事
業
に
関
っ
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
か
ら
郷
土
博
物
館
で

会
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
や

文
化
を
テ
ー
マ
に
、
東
大
和
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

18
歳
以
上
の
市
民

で
、
東
大
和
の
歴
史
、
文
化
に

関
心
が
あ
り
、
自
ら
学
ぶ
意
欲

の
あ
る
方

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
☎
042
―
567
―
４
８
０
０

ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
～
平

成
30
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
た
第
三
次
東
大
和
市
情
報
化

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
情

報
化
施
策
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
28
年
度
の
取

組
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

工
作
や
実
験
を
し
な
が
ら
身

近
な
科
学
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▽
取
組
状
況
（
平
成
28
年
度
末

現
在
）　

第
三
次
東
大
和
市
情

報
化
推
進
計
画
で
は
、
16
項
目

の
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
度
末
現
在
で
目

標
を
達
成
し
た
事
業
が
11
項
目
、

一
部
達
成
し
た
事
業
が
５
項
目
、

未
達
成
の
事
業
が
０
項
目
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

情
報
管
理
課
・
内

線
１
３
７
１
ま
で
。

　

平
成
29
年
度
は
通
年
で
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
～
中
学

生
で
、
３
日
以
上
参
加
で
き
る

方▽
日
時　

７
月
17
日
（
祝
日
）、

９
月
３
日
㈰
、10
月
15
日
㈰
、11

月
26
日
㈰
、
平
成
30
年
１
月
14

日
㈰
の
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　

郷
土
博
物
館

▽
内
容　

風
船
ロ
ケ
ッ
ト
カ
ー
、

水
ロ
ケ
ッ
ト
、
万
華
鏡
な
ど
の

製
作
と
そ
の
し
く
み
を
紹
介
す

る
ほ
か
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

お
話
も
あ
り
ま
す
。

▽
定
員　

16
人
（
申
込
順
）

▽
料
金　

無
料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

▽
指
導　

博
物
館
職
員
、
星
空

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
申
込
み　

郷
土
博
物
館
☎
042

―
567
―
４
８
０
０
ま
で
。

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工

事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
標
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭く

い

、

金
属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
の
際

に
は
、こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、

壊
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

　

宅
地
内
に
設
置
し
た
雨
水
浸

透
ま
す
は
、
手
入
れ
を
し
な
い

で
長
期
間
放
置
す
る
と
、
目
詰

ま
り
に
よ
り
浸
透
能
力
が
低
下

し
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
の
機
能
を
維

持
す
る
に
は
、
点
検
や
清
掃
等

の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
一

年
に
１
回
程
度
、
雨
水
浸
透
ま

す
の
中
に
た
ま
っ
た
落
ち
葉
や

土
砂
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１ 

２
１
６
ま
で
。

介
や
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
案
内

を
掲
載
し
た
「
市
民
に
よ
る
生

涯
学
習
」
は
８
月
以
降
に
別
途

発
行
す
る
予
定
で
す
。

▽
閲
覧
・
配
布
場
所　

社
会
教

育
課
（
市
役
所
５
階
）、公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
区
集
会
所
、

児
童
館
、図
書
館
、郷
土
博
物
館

◎
ひ
が
し
や
ま
と
出
前
講
座

「
多
摩
湖
塾
」

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の
業
務

の
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ

と
や
学
び
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
担
当
の
市
職
員
に
よ
る
講

座
（
多
摩
湖
塾
）
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
業
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、

６
月
15
日
に
発
行
さ
れ
る
「
学

び
あ
い
ガ
イ
ド
29
（
行
政
に
よ

る
生
涯
学
習
）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
社
会

教
育
課
・
内
線
１
５
５
３
ま
で
。

　

昭
和
レ
ト
ロ
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
手
作
り
の
七
夕
飾
り
や
昭

和
期
の
名
車
展
示
、
懐
か
し
い

遊
び
体
験
に
昭
和
グ
ル
メ
の
屋

台
な
ど
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
メ

ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
懐
か
し
い
昭
和
の
時

代
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

７
月
15
日
㈯
正
午
～

午
後
９
時
、
７
月
16
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

福
島
県
喜
多
方
市
ふ

れ
あ
い
通
り
商
店
街
路
上
特
設

会
場

▽
問
合
せ　

喜
多
方
レ
ト
ロ
横

丁
実
行
委
員
会
（
会
津
喜
多
方

商
工
会
議
所
内
）
☎
０
２
４
１

―
24
―
３
１
３
１
へ
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
喜
多
方
観
光
物
産
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.kitakata-kanko.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

プラネタリウム
夏の番組

メガスターで
満天の星空を

毎月第 2 日曜日
変電所の公開

観光キャラクター“うまべぇ”の出没情報 出没するイベント　中央公民館まつり／日時　6月 17日㈯・18日㈰午後 3時～ 3時 30分／場所　
中央公民館／問合せ　産業振興課・内線1074まで

◎
特
別
番
組
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・

ザ
・
ム
ー
ン
・
フ
ォ
ー
・
グ
ッ
ド
」

　
「
民
間
に
よ
る
月
面
無
人
探

査
レ
ー
ス
」
と
月
探
査
の
歴
史

を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
詰
め
を
迎
え
た
レ
ー
ス

で
、
月
に
一
番
乗
り
を
す
る
の

は
ど
の
チ
ー
ム
で
し
ょ
う
か
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
後
１
時

※
７
月
16
日
㈰
・
17
日（
祝
日
）、

８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
は
星
空

さ
ん
ぽ
に
変
わ
り
ま
す
。

■
季
節
の
投
影
「
た
な
ば
た
さ

ま
の
星
空
」

　

天
の
川
を
た
ど
り
な
が
ら
織

姫
星
や
彦
星
を
探
し
ま
し
ょ

う
。
満
天
の
星
空
の
下
、
職
員

が
直
接
お
話
を
し
ま
す
。

　

双
眼
鏡
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
天
の
川
を
み
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

双
眼
鏡
の
貸
し
出
し
有
り

（
数
量
限
定
）。

▽
投
影
開
始
時
刻　

７
月
２
日

㈰
午
前
11
時
、
午
後
１
時
、
午

後
３
時
各
回
50
分
程
度

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

各
回
100
人
（
当
日
券

売
機
で
お
求
め
く
だ
さ
い
）

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
通
常
の

番
組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
郷
土
博
物

館
☎
042
―
567
―
４
８
０
０
ま
で
。

雨
水
浸
透
ま
す
の

　
目
詰
ま
り
に

　
　
　
ご
注
意
を

工
事
等
の
際
に
は

境
界
の
確
認
を

旬
を
収
穫
＆
味
わ
う

と
う
も
ろ
こ
し
刈
り
体
験

第
三
次
東
大
和
市

　
　
情
報
化
推
進
計
画

取
組
状
況
を
公
表

学
び
あ
い

　
　

  

ガ
イ
ド
29

（
行
政
に
よ
る
生
涯
学
習
）

受
講
生
を
募
集

メ
ガ
ッ
ト
く
ん

　
　
　

ク
ラ
ブ

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！

第
13
回
『
日
本
一
の
』

喜
多
方
レ
ト
ロ
横
丁

▶
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
機

　
「
メ
ガ
ス
タ
ー
Ⅱ
B
」

新青梅街道 

ガソリン
スタンド 

ファーマーズ
センター 

立野公園立
野

 

中
央
公
園

 

中央通り 

都
立
東
大
和

 

高
校

 

コンビ二

飲食店

い
ち
ょ
う
通
り

 



東やまと市報
市役所☎042-563-2111（代）東やまと市報2 0 1 7・6・155

小学校道徳教科書法定展示会 市民の皆さんのご意見をいただくため、法定展示会を実施します／日時　6月16日㈮～7月5日㈬午前10時～午後5時
（土・日曜日は除く）／場所　東大和市教育センター（市立第三小学校内）／問合せ　教育指導課・内線1534まで

◎展示部門 ※展示品の運搬中や展示中の破損につきましては、責任を負いかねますので、ご承知のうえお申し込みください。

部門 開催日・場所 募集内容 申込方法 申込期限 申込み・問合せ

手工芸展 10月 14日㈯～ 17日㈫
中央公民館

・	�1 人 1点、手作り作品（大きさに制限あり、応相談）
・参加費 1点につき 500円
・縦 7㎝×横 10㎝の画用紙に題名、氏名を記入し作品につけること

はがき
電話

9月 15日
午後 5時必着

川村たつ江（〒 207-0014 南
街 3-28-12。 ☎ 042-561-
3297）

美術展

10月 18日㈬～ 21日㈯
中央公民館

・1人 1点　　・参加費　200円
・油彩、水彩、日本画、水墨画、アクリル画、切絵、陶芸、イラストデザイン
・大きさ 0号から 20号まで、額装または表装のこと
・住所、氏名、電話番号、作品の題名、大きさ、種類を明記のこと

往復はがき 9月 30日
小林初朗（〒 207-0015 中央�
2-846-13。 ☎ 042-565-
1952）

盆栽展 ・一般盆栽　　・小品盆栽　　・山野草 ファクス 9月 9日必着 土谷敏雄（ファクス 042-565-
8000）

ボタニカルアート展
（植物画展）

・ボタニカルアート（植物画）　　・1人 1点または 2点
・作品の大きさは自由

はがき
電話

9月 30日
午後 6時必着

堤健次（〒 207-0031 奈良橋�
1-627-17。 ☎ 042-562-
2842)

アマチュア
無線クラブ

10月 21日㈯・22日㈰
中央公民館

・ラジオを作ってみませんか（IC＋ 1石使用）
・10月 21日・22日午後 1時 30分から
・	�小学 4年生以上、両日とも当日先着順 5人
・中央公民館エントランスホール

はがき
電話

10月 15日
午後 5時必着

山田久雄（〒 207-0015 中央�
4-1037-13。 ☎ 042-561-
0509）

陶芸展

10月 22日㈰～ 25日㈬
中央公民館

・1人数点　　・高さ 50㎝、幅・奥行 40㎝以内
・	�住所、氏名、電話番号、作品の数・大きさ・形状（花器・皿等）作品名を明
記のこと

はがき 9月 30日必着
三瓶範子（〒 207-0022 桜が
丘 1-1425-3-802。 ☎ 042-
563-6030）

書道展　
・1人 1点（半切幅以下の作品）　　・参加費 200円
・漢字、かな、その他の書作品で軸装または額装済みのもの
・	�住所、氏名、電話番号、作品の大きさ、漢字・かな等区別、軸総・額装の別
を明記のこと

はがき 8月 31日必着
柳澤冬明（〒 207-0015 中央�
3-920-8。 ☎ 042-561-
4292）

絵手紙展 10月 26日㈭～ 28日㈯
中央公民館

・絵手紙とその応用などの展示
・お 1人からでもぜひご参加ください 電話 9月 30日 三浦成子（☎042-561-8253）

花道展 ・1人 1点　　・自由花、生花、立花、アレンジメント他
・参加費 500円 往復はがき 8月 20日

消印有効
才郷暲紅（〒 207-0014 南街
3-38-1。☎ 042-563-2266）

写真展
10月 29日㈰
～ 11月 1日㈬
中央公民館

・	�「一般公募の部」（市内在住・在勤者、大学生含む）、「高校生の部」（在住・在
校生）、「連盟会員の部」（連盟加入団体の会員）の 3部門

・	�テーマは自由。単写真、1人 2点まで。サイズはA4・四切～A3ノビ・半切
以内。額装またはマット貼り（長辺 65㎝以内、ガラス無し、吊りひも付）

・表彰（市長賞・議長賞・奨励賞、賞状と賞杯・記念品）
・	�部門名、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品の題名（ふりがな）、撮影場所、
写真サイズと額の大きさを明記のこと　　・参加費　1点につき 500 円（高
校生は無料）

・	�公序良俗に反するもの、コンテスト入賞・応募中・予定作品不可（審査のな
い発表作品可）

はがき 9月 25日必着
里脇秀雄（〒 207-0013 向原
6-935-1-410。 ☎ 042-561-
7813）

菊花展 11月 2日㈭～ 5日㈰

・大菊盆養の部：高さ鉢底より花首下 105～ 165㎝
・大菊切花の部：茎の長さ花首下 50㎝指定花瓶入り
・ダルマの部：鉢底より花首下 60㎝以下［7号鉢］
・福助の部：鉢底より花首下 40㎝以下［5号鉢］
・雑菊の鉢植の部：菊全般、鉢植えに限る
・一般の部：切花（茎の長さ、花首下 50㎝）、入れ物（500ml ペットボトル）

電話 10月 29日
午後 8時 堤健次（☎ 042-562-2842）

◎ステージ部門
部門 開催日・場所 募集内容 申込方法 申込期限 申込み・問合せ

和太鼓演奏会 10月 14日㈯
中央公民館

・和太鼓の継承と楽しさを考えるグループ
・和太鼓の演奏者の育成を考えるグループ 電話 8月 31日

午後 8時 麻生（☎ 042-561-7000）

ストリートダンス 10月 15日㈰
中央公民館 ・文化祭をダンスで盛り上げてくれるチーム 電話 8月 5日

午後 9時 橋野（☎ 090-4421-9139）

新舞踊大会
10月 15日㈰
ハミングホール

・個人踊り、団体踊りも可　　・新舞踊 1曲 6分以内
・出演料　1曲 13,000 円

はがき
電話 6月 30日 大沢三代子（〒207-0004清水�

2-815-15。☎042-562-0815）

市民コンサート
・声楽・器楽のソロ・アンサンブル（クラシック 10分以内）
・市内在住・市内在勤、または東大和市音楽連盟の推薦があること
・参加費 10,000 円（10分以内）

電話
ファクス 8月 10日必着 清水（☎・ファクス 042-562-

1019）

吟詠大会 10月 22日㈰
中央公民館

・	�吟題（絶句）、作者名、尺八伴奏の有無と本数、住所、氏名（本名）、電話番
号を明記のこと

・参加費 1人 1,500 円（プログラム・昼食代を含む）
電話
はがき 8月 15日必着 池内眞 硯（〒207-0013 向 原

3-10-11-203。☎042-563-2465）

市民音楽祭
10月 22日㈰
ハミングホール

・市内で活動しているアマチュア合唱グループ
・市内で活動している器楽のグループ
・	�参加費 1人 1,000 円、3人以下の団体は 1人 1,200 円、高校生以下の団体は
1団体 3,000 円

電話 8月 15日 小山尚子（☎ 042-342-6520）

三曲演奏会 ・琴、三絃、尺八による邦楽演奏　　・参加費 1人 4,000 円 往復はがき 8月 30日
午後 5時必着

氏家琤山（〒 207-0014 南街
3-43-10）

フォークダンス 10月 27日㈮
中央公民館 ・市内在住または在勤者 当日参加可 増田絹子（☎ 042-564-2348）

フラダンス 10月 28日㈯
ハミングホール

・市内で活動しているフラダンスチーム　　・会場費及び舞台費用は実費負担
・	�団体名、代表者氏名、電話番号、参加人数を明記　　・出入りを含む必要分数 ファクス 8月 10日

午後 5時 斉藤（ファクス042-563-6581）

日本舞踊
10月 29日㈰
ハミングホール

・日舞・新舞踊　　・1曲 6分以内　　・個人または組踊り
・参加費 15,000 円（プログラム・舞台料を含む） 電話 6月 30日

午後 5時 不二智美（☎ 042-565-1518）

民謡大会 ・	�民謡（唄、踊り、合唱・合奏）　　・住所、氏名、電話番号、曲目を明記のこと
・参加費１人 3,000 円　合唱・合奏１組 6,000 円 はがき 8月 17日

消印有効
大坂竹水（〒 207-0015 中央�
1-538-14。☎042-564-7409）

バレエ&ダンス
秋の祭典

11月 3日（祝日）
ハミングホール

・市内で活動をしているバレエ・ダンスの団体
・１団体につき 10分程度　　・参加費 1分につき 2,000 円

電話
メール 6月 30日

長沼陽子（☎080-3088-5853。�
メ ール　vivid_d_company@
yahoo.co.jp）

音楽愛好会
・音楽演奏など（ジャンルは問わず）　　・演奏時間 10分以内（出入りを含む）
・	�グランドピアノ、マイク、マイクスタンド、スピーカー以外の備品は持参の
こと

・団体数の上限：20団体　　・参加費用：一般団体 7,000 円（1枠）

メール
ファクス

8月 31日
消印有効

橋本（メールhashimoto@mcm�
k.net。ファクス042-566-8892）

◎大会等
部門 開催日・場所 募集内容 申込方法 申込期限 申込み・問合せ

将棋大会 10月 15日㈰
奈良橋市民センター

・A級（二段以上）、対局時計使用　・B級（初段以下）、対局時計使用
・5対局得点制　　・参加費 1人 600 円（昼食代含む） 電話 10月 14日

午後 5時 大場正男（☎ 042-564-2322）

囲碁大会 10月 29日㈰
奈良橋市民センター

・A級（四段以上）、B級（初段～三段）、C級（1級以下）　・4対局制
・参加費 1人 600 円（昼食代含む）　・1段（級）差 1子のハンディ戦

電話
ファクス

10月 22日
午後 5時
（当日参加不可）

鈴木（☎・ファクス 042-563-
4000）

第 47 回 市民文化祭 参加者募集
開催期間：10 月 14 日（土）～ 11 月 3 日（祝日）
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■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

子
育
て
の
情
報
交
換
や
作
業

療
法
士
に
よ
る
遊
び
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
６
月

22
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
７
月
５
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
６
月
16
日
㈮
か
ら
受
付
開

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作

り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の

み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は

だ
っ
こ
ひ
も

■
熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　

熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
環
境

に
長
く
居
る
こ
と
で
、
徐
々
に

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
体
温
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に

熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま

す
。

　

日
中
の
炎
天
下
だ
け
で
な

く
、
室
内
や
夜
で
も
発
生
し
ま

す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前

か
ら
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

部
屋
の
温
度
計
測
、
涼
し
い
服

装
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
適

度
な
利
用
な
ど
を
心
が
け
て
熱

中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
外
出
時
は
な
る
べ
く

日
陰
を
歩
き
、
暑
い
と
き
は
無

理
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
の
涼
し

い
場
所
や
休
め
る
施
設
を
事
前

に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を

受
賞

　

加
藤　

和
枝
氏（
蔵
敷
在
住
）

　

15
年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福

祉
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
図
書
館
協
議
会

　

６
月
29
日
㈭
午
後
３
時
か
ら

／
場
所　

中
央
図
書
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

10
人
（
当
日
先
着

順
）
／
中
央
図
書
館
☎
042
―
564

―
２
４
５
４
ま
で
。

■
消
火
器
の
排
出
方
法

　

消
火
器
は
、
市
で
は
回
収
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
業
者
に
電
話

し
、
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
／

高
千
穂
産
業
㈱
☎
042
―
561
―

１
２
０
０
、
㈲
武
田
☎
042
―
567

―
０
４
８
０
／
ご
み
対
策
課
・

内
線
１
２
４
１
ま
で
。

■
東
大
和
警
察
署
～
安
全
運
転

管
理
者
等
の
選
任
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

　

安
全
運
転
管
理
者
等
の
選
任

義
務
を
熟
知
し
て
い
な
い
自
動

車
の
使
用
者
や
、
法
定
台
数
以

上
の
車
両
を
保
有
し
て
い
な
が

ら
安
全
運
転
管
理
者
等
を
選
任

し
て
い
な
い
事
業
所
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
安
全
運
転
管
理
者
等
の
選

任
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
選
任
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
／
選
任
届
が
必
要
な
場

合　

①
乗
車
定
員
11
人
以
上
の

自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
）

を
１
台
以
上
使
用
す
る
と
き
②

自
動
車
を
５
台
以
上
使
用
す
る

と
き
〔
自
動
二
輪
車
（
50
㏄
以

下
の
原
動
機
付
自
転
車
は
除

保

健

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因となります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分
けて排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線１２４１まで

お
知
ら
せ

環

境

情 報
マップ

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
７
月
12
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人 

（
申
込
順
。
６
月
16
日
㈮
か
ら

受
付
開
始
）
／
保
育
室
有
（
15

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食
の
進

め
方
の
話
、
調
理
実
習
、
試
食

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
バ
ス
タ

オ
ル
等

く
）
は
、
１
台
を
0.5
台
と
し
て

計
算
〕
／
東
大
和
警
察
署
☎
042

―
566
―
０
１
１
０
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
（
子
育

て
支
援
）
の
ご
案
内

　

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
で
は
子

育
て
中
の
ご
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
保
育
園
や
学
童
の
お
迎

え
を
代
わ
り
に
頼
み
た
い
・
少

し
の
時
間
子
ど
も
を
預
か
っ
て

ほ
し
い
、
ま
た
、
産
前
産
後
の

家
事
や
育
児
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
な
ど
、
子
育
て
生
活
の
中
で

誰
か
の
手
を
借
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ

わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
は
、
子
育
て

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ほ
し
い
人

と
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

た
い
人
で
構
成
さ
れ
る
地
域
の

み
ん
な
で
助
け
合
う
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

／
対
象　

生
後
ま
も
な
く
～
小

学
６
年
生
（
事
前
登
録
が
必
要

で
す
）
／
年
会
費　

500
円
（
非

社
協
会
員
一
，
〇
〇
〇
円
）
／

利
用
料　

時
間
内
750
円
、
時
間

外
970
円
（
１
時
間
あ
た
り
１
人

に
つ
き
）
／
活
動
は
１
時
間
か

ら
と
な
り
ま
す
。
移
動
に
係
る

交
通
費
、
お
子
さ
ん
の
軽
食
や

食
事
代
な
ど
は
別
途
利
用
者
負

担
／
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
／
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ

ス
☎
042
―
567
―
０
０
１
３
へ
。

■
商
工
会
～
個
人
事
業
者
の
た

め
の
源
泉
所
得
税
個
別
指
導
会

　

６
月
29
日
㈭
～
７
月
７
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）
／
場
所　

商

工
会
館
／
持
ち
物　

給
与
支
払

明
細
書
、扶
養
控
除
等
申
告
書
、

納
付
書
（
必
ず
全
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
）
／
商
工
会
☎
042
―
562

―
１
１
３
１
へ
。

◎
一
般
家
庭
で
も
農
薬
の
使
用

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

一
般
家
庭
で
樹
木
等
に
使
用

す
る
殺
虫
剤
等
も
農
薬
の
一
種

で
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
思
わ

ぬ
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
使
用
す
る
際
は
、
周
辺

の
方
々
に
健
康
被
害
が
及
ば
な

い
よ
う
最
大
限
の
配
慮
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
使
用
方
法
、
使
用
上
の
注
意

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
天
候
や
時
間
帯
を
選
ん
で
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
飛
散
が
少
な
い
形
状
の
農
薬

や
農
薬
が
飛
散
し
に
く
い
ノ
ズ

ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
事
前
に
近
隣
の
方
々
に
周
知

し
、
特
に
農
薬
が
子
ど
も
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
使
用
年
月
日
、
場
所
、
対
象

植
物
、
農
薬
の
種
類
、
使
用
量

ま
た
は
希
釈
倍
数
に
つ
い
て
の

記
録
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
蚊
の
発
生
防
止
に
つ
い
て

　

蚊
の
発
生
が
本
格
化
す
る
時

期
で
す
。
植
木
鉢
の
受
け
皿
や

空
き
缶
、
バ
ケ
ツ
等
、
水
が
た

ま
り
や
す
い
所
に
ボ
ウ
フ
ラ
が

発
生
す
る
の
で
、
水
を
た
め
な

い
事
や
小
ま
め
な
水
の
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
。
蚊
が
多
い
場

所
に
出
か
け
る
際
は
、
肌
の
露

出
を
最
小
限
に
し
、
虫
よ
け
剤

等
で
虫
刺
さ
れ
防
止
対
策
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

で
は
、
７
月
～
９
月
に
蚊
の
幼

体
を
駆
除
す
る
た
め
、
発
生
源

（
Ｕ
字
溝
等
）
に
成
長
抑
制
剤

（
粒
剤
）
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

◎
CO2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
ご
協
力
を

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
や
家
庭
の
電
気
を
消
し

て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け

る
「
CO2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
６
月
21
日

㈬
～
７
月
７
日
㈮
の
間
、
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
６
月
21
日
㈬

（
夏
至
の
日
）
に
「
夏
至
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
」、７
月
７
日
㈮
（
七

夕
）
に
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
・

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
と
題
し
、
午

後
８
時
～
10
時
の
２
時
間
、
一

斉
に
電
気
を
消
灯
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

◎
ハ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
た
め

の
防
護
服
を
貸
し
出
し
ま
す

　

市
で
は
、
住
宅
等
に
で
き
た

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
、
所
有
者

ま
た
は
、
居
住
者
の
方
に
お
い

て
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ハ
チ
を
駆
除
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
防
護
服
の
貸
し
出
し
を

ご
希
望
の
方
は
環
境
課
（
市
役

所
３
階
）
で
予
約
し
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
（
電
話
予
約
可
）。

ま
た
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
危
険

度
が
高
い
場
合
は
、
専
門
業
者

に
依
頼
し
て
除
去
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
費
用
は
自
己

負
担
で
す
。

◎
有
害
物
質
を
取
り
扱
う
事
業

者
の
方
へ

①
都
の
条
例
に
よ
り
、
適
正
管

理
化
学
物
質
（
ト
ル
エ
ン
、
キ

シ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
な

ど
59
種
類
）
の
う
ち
、
１
物
質

当
た
り
年
間
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
取
り
扱
う
工
場
ま
た
は
指
定

作
業
場
は
、
毎
年
６
月
末
日
ま

で
に
前
年
度
の
使
用
量
等
を
市

へ
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
環
境
課
（
市
役
所
３
階
）

へ
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
燃
料
小
売
業
の

方
は
、
キ
シ
レ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、

ベ
ン
ゼ
ン
、
ヘ
キ
サ
ン
に
つ
い

て
も
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
過
去
に
有
害
物
質
（
鉛
、
ひ

素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な

ど
26
種
類
）
及
び
有
害
物
質
を

含
む
物
質
を
取
り
扱
っ
て
い
た

工
場
ま
た
は
指
定
作
業
場
で
、

事
業
の
廃
止
ま
た
は
施
設
の
除

去
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
30
日

前
ま
で
に
土
壌
汚
染
状
況
調
査

を
行
い
、
調
査
結
果
を
市
へ
報

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
事

業
の
廃
止
等
を
す
る
予
定
が
あ

る
場
合
は
、
事
前
に
環
境
課
ま

で
、ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
環
境

課
・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の

方
（
肺
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん

検
診
の
同
時
受
診
を
予
定
し
て

い
る
方
は
申
込
対
象
外
）
／
８

月
１
日
㈫
～
９
月
30
日
㈯
（
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）
／

場
所　

市
内
指
定
医
療
機
関
／

一
、四
〇
〇
人（
抽
選
）／
問
診
、

便
潜
血
検
査
（
２
日
法
）
／
検

診
票
は
７
月
下
旬
頃
受
診
可
能

な
方
へ
発
送
し
ま
す
。

【
検
診
の
申
込
方
法
】

◦
郵
送
：
は
が
き
に
下
記
の
と

お
り
記
入
し
、７
月
８
日
㈯（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
検
診

の
申
込
み
と
し
ま
す
。
料
金
不

足
な
ど
、
不
備
の
あ
る
も
の
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◦
電
子
申
請
：
７
月
８
日
㈯
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
窓
口
：
７
月
７
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
専
用
は
が
き
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
検
診
の
申
込
み
に
関
す
る
お

問
合
せ
は
、
７
月
７
日
㈮
午
後

５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま

で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

仕
事
の
受
注

仕
事
の
内
容　

ハ
チ
の
巣
駆
除
、

掃
除
・
洗
濯
・
食
事
作
り
、
襖
・

障
子
・
網
戸
張
り
替
え
、
大
工

仕
事
、
内
装
・
電
気
工
事
、
洋

服
直
し
、
除
草
、
屋
内
外
の
清

掃
、
植
木
せ
ん
定
、
チ
ラ
シ
配

布
、パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）、
パ
ソ
コ
ン
周
辺

機
器
の
設
定
、
毛
筆
宛
名
・
賞

状
書
き
な
ど
、
家
庭
内
の
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

東
大
和
市
中
央
3
―
918
―
1

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

※
大
腸
が
ん
検
診
申
込
み

2 0 7 0 0 1 5６２円分
の切手

大
腸
が
ん
検
診

１．申込者の住所

２．氏名（ふりがな）

３．生年月日・年齢・性別

（はがきウラ）
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□
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
①
６
月
18
日
㈰

②
７
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

45
分
／
場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め
／
10
人
位
／
介
護
の
悩
み

を
話
し
た
り
、
情
報
交
換
を
し
て

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
／
認
知
症

の
家
族
同
伴
可
（
事
前
予
約
）
／

６
月
の
会
は
補
聴
器
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
い
ま
す
／
費
100
円
／
申

①
は
６
月
17
日
ま
で
②
は
自
由
参

加
／
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め
042
―
565
―
９
７
７
８

□
ゆ
る
体
操
ゆ
る
り
公
開
講
座

（
保
育
付
）〔
ゆ
る
体
操
ゆ
る
り
〕

／
女
性
（
妊
産
婦
・
乳
幼
児
も
歓

迎
）
／
６
月
23
日
㈮
午
前
10
時
15

分
～
11
時
40
分
／
場
上
北
台
公
民

館
／
５
人
（
申
込
順
）
／
寝
な
が

ら
座
り
な
が
ら
も
で
き
る
体
操
で

す
／
講
川
合
圭
子
／
費
500
円
／

※
凡
例　

場
場
所
、
講
講
師
、

費
費
用
（
記
載
な
し
は
無
料
）、

入
入
会
金
、
月
月
会
費
、
持
持

ち
物
、
問
問
合
せ
、
申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記

事
の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の

届
出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線　

１
０
４
１
ま
で
。

◎
市
税・国
民
健
康
保
険
税

土
曜
収
納
窓
口

≪今月の納期≫
納期限　６月３０日㈮

◦市・都民税	 第１期全期前納
◦国民健康保険税	 過年度分第３期
◦介護保険料	 過年度分第３期
　お問合せは、高齢介護課・内線1136まで
◦後期高齢者医療保険料	 過年度分第３期
　お問合せは、保険年金課・内線1026まで

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

◦
障
害
者
雇
用
に
お
け
る

合
理
的
配
慮

　

朝
日 

雅
也 

編
集

◦
日
本
詩
歌
思
出
草

渡
辺 

京
二 

著

◦
自
由
に
生
き
て
い
い
ん
だ
よ

森
本 

喜
久
男 

著

◦
「
超
」
実
用
的
文
章

レ
ト
リ
ッ
ク
入
門

加
藤 

明 

著

◦
人
間
の
経
済宇

沢 

弘
文 

著

〈
児
童
書
〉

◦
ち
び
お
に　

ビ
ッ
キ

砂
山 

恵
美
子 

作
・
絵

◦
太
陽
と
月
の
大
地

　

ロ
ペ
ス
＝
ナ
ル
バ
エ
ス
，

コ
ン
チ
ャ 

著

◦
こ
ぐ
ま
に
な
っ
た
ピ
ー
ナ

Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｏ 

著

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

持
水
分
、
タ
オ
ル
／
申
６
月
22

日
ま
で
に
山
口
090
―
９
８
４
３
―

３
３
３
４
へ

□
ら
★
ご
ん
た
祭
（
か
た
つ
む
り

の
会
作
業
所
）
／
６
月
24
日
㈯
午

前
11
時
～
午
後
３
時
／
場
か
た
つ

む
り
の
会
作
業
所
／
ク
ッ
キ
ー
・

焼
き
そ
ば
・
朝
採
り
野
菜
の
販
売
、

バ
ザ
ー
／
問
同
作
業
所
042
―
567
―

１
０
２
８

□
第
18
回
地
域
交
流
会
「
来
て
！

見
て
！
作
っ
て
！
」（
み
ん
な
の

会
・
第
二
み
ん
な
の
家
）
／
６
月

25
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２
時
／

場
第
二
み
ん
な
の
家
／
作
業
所
作

品
販
売
、
陶
芸
・
押
花
体
験
、
は

ん
ど
ぷ
れ
ー
と
、模
擬
店
、バ
ザ
ー

／
問
第
二
み
ん
な
の
家
042
―
567
―

０
２
６
７

□
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
と

歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ
ー

ダ
ー
会
）
／
市
民
／
６
月
27
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
／
場

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
東
大
和
元

気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
と
み
ん
な
で
歌

を
歌
う
集
い
／
費
100
円
／
持
飲
料

水
／
問
後
籐
042
―
562
―
９
５
５
８

□
第
３
回
介
護
相
談
会
だ
ん
ら

ん
（
社
会
福
祉
法
人
向
会
）
／
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

／
７
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
／
場
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
向
台
食
堂
／
「
夏
バ
テ
対

策
」
～
熱
中
症
・
食
事
編
～
（
茶

菓
子
付
）
／
申
込
不
要
／
問
向
台

老
人
ホ
ー
ム
（
尾
崎
）
042
―
562
―

６
７
８
７

□
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
糖
尿

病
・
そ
の
予
備
軍
～
痩
せ
ら
れ
た

人
・
痩
せ
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
ど

う
し
て
？
～
」（
社
会
医
療
法
人

財
団
大
和
会
）
／
７
月
１
日
㈯
午

後
３
時
30
分
～
４
時
30
分
／
場
武

蔵
村
山
病
院
／
講
小
池
千
裕
／
申

込
不
要
／
問
大
和
会
法
人
本
部
広

報
企
画
課
042
―
567
―
８
３
０
７

□
夏
休
み
子
ど
も
手
話
（
聴
覚
障

害
者
協
会
）
／
市
内
在
住
の
小
・

中
学
生
／
７
月
24
日
㈪
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分
／
場
東
大
和

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ

る
／
50
人
（
申
込
順
）
／
手
話
学

習
、
ろ
う
者
と
の
交
流
な
ど
／
費

100
円
（
資
料
代
）
／
持
筆
記
用
具
、

水
筒
／
申
６
月
30
日
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
で
細
田
042
―
565
―
３
８
８
２

／
問
高
木
090
―
１
８
５
５
―

０
６
８
６

□
第
１
回
多
摩
湖
音
楽
祭
（
多
摩

湖
音
楽
祭
実
行
委
員
会
）
／
７
月

１
日
㈯
午
後
３
時
50
分
～
８
時
30

分
（
午
後
３
時
30
分
開
場
）
／
場

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
300
人
（
申
込

順
）
／
世
界
の
音
楽
・
ダ
ン
ス
、

ア
マ
・
プ
ロ
の
演
奏
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
：
浅
野
孝
巳
（
ゴ
ダ
イ

ゴ
）
／
障
害
者
対
応
（
車
い
す
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
電
源
有
）
／

費
二
千
円
〔
チ
ケ
ッ
ト
は
問
合
せ

先
ま
で
。
障
害
者
割
引
有
（
含
介

助
者
）〕
／
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
笑
し
部
亭
080
―
６
０
５
６
―

３
７
２
５

□
第
62
回
七
夕
祭
（
国
立
音
楽
大

学
七
夕
座
）
／
幼
児
～
小
学
生

／
７
月
１
日
㈯
午
後
１
時
～
５
時

（
雨
天
決
行
）
／
場
国
立
音
楽
大

学
新
１
号
館
／
音
楽
遊
び
、
大
型

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
具
、
和
太
鼓
な
ど

／
講
宇
佐
美
明
子
／
問
舩
橋
080
―

６
８
６
０
―
３
５
８
２

□
第
９
回
会
員
展
「
こ
こ
ろ
の
景

色
」（
写
真
連
盟
）
／
６
月
24
日

㈯
～
30
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
24
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

30
日
は
午
後
４
時
ま
で
、
26
日
は

休
館
）
／
場
郷
土
博
物
館
／
問
髙

橋
090
―
６
０
２
３
―
６
２
３
５

□
公
立
昭
和
病
院
第
21
回
市
民
公

開
講
座
／
６
月
17
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
正
午
／
場
東
村
山
市
中
央

公
民
館
／
400
人
／
ピ
ロ
リ
菌
と
胃

癌が
ん
と
内
視
鏡
治
療
ほ
か
２
題
／
講

武
田
雄
一
他
／
問
同
病
院
医
事
課

医
事
管
理
係
042
―
461
―
０
０
５
２

□
６
月
26
日
㈪
～
７
月
２
日
㈰
は

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間
で
す
／
学
校
で
の
「
い

じ
め
」
や
家
庭
内
で
の
児
童
虐
待

で
悩
ん
で
い
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／
電
話
番

号　

０
１
２
０
―
007
―
110
／
開
設

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土･

日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）
／
強
化
週
間
外
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）
／
問
東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部
第
二
課
03
―
５
２
１
３
―

１
２
３
４

□
屋
外
広
告
物
講
習
会
／
都
内
で

屋
外
広
告
業
を
営
ん
で
い
る
方
ま

た
は
営
も
う
と
し
て
い
る
方
／
８

月
28
日
㈪
・
29
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
５
時
30
分
／
場
都
庁
第
一
本

庁
舎
５
階
大
会
議
場
／
201
人
（
申

市税・国民健康保険税はコンビ二エンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線1041まで

込
順
）
／
費
四
、九
〇
〇
円
（
別

途
有
）
／
申
込
書
配
布　

都
・
市
・

区
・
瑞
穂
町
の
屋
外
広
告
物
担
当

窓
口
／
申
６
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

の
間
に
申
込
書
と
受
講
料
を
東
京

都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策

部
緑
地
景
観
課
へ
持
参
／
問
同
課

03
―
５
３
８
８
―
３
３
３
５
へ

□
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
塾
生
募
集

〔（
公
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調
査

会
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
〕
／
６
か

月
コ
ー
ス
は
10
月
～
平
成
30
年
３

月
、
10
か
月
コ
ー
ス
は
10
月
～
平

成
30
年
７
月
／
場
多
摩
交
流
セ

ン
タ
ー
／
「
元
気
を
引
き
出
す
足

も
み
健
康
法
」「
お
り
が
み
パ
ズ

ラ
ー
ト
～
お
り
が
み
の
立
体
パ
ズ

ル
～
」
他
／
費
三
千
円
～
一
万

円
／
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
／
申
７
月
15

日
ま
で
に
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
内

「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
」
042
―
335
―

０
１
１
１
へ

「しっかり噛める歯が健康の源です」
～噛むことの健康効果
『卑弥呼（ひみこ）の歯がいーぜ』～

　虫歯や歯周病などの歯の病気になると、
食べ物がよく噛めない、正しく発音できな
いなどの「体の問題」だけでなく、食事を
楽しめない、人前で自然な笑顔が作れない
といった「心の問題」までも出てきてしま
います。しっかり噛めることがどのような
効果を生むのか、学校食事研究会が提唱す
る、噛むことの健康効果「卑弥呼の歯がいー
ぜ」をご紹介します。
　ひ肥満を防ぐ（満腹中枢を刺激して食べ
過ぎを防止する）、み味覚の発達を促す（よ
く噛むと食べ物本来の味が分かる）、こ言葉
の発音をはっきりさせる（よく噛むと舌の
動きがスムーズになり発音が良くなる）、の
脳の働きを活発にする（よく噛むと脳の血
液量が多くなる）、は歯の病気や口臭を予防
する（噛むと唾液量が増え、殺菌作用が働
く）、が ガンを防ぐ（噛むと唾液量が増え、
発ガン物質の毒素を防ぐ）、い胃腸の働きを
促進（噛むと消化酵素がたくさん出て、消
化吸収を助ける）、ぜ全身の体力向上（よく
噛むと栄養が十分に吸収され、力がみなぎ
る）。
　しっかり噛むためには、１口 30回を目安
によく噛んで食べましょう。食材を大きめ
に切ったり、噛み応えのある食材を、食卓
に取り入れたりしましょう。
　健康でいきいきとした生活を送るために、
歯の病気を予防して、しっかり噛める歯を
保ちましょう。
　健康に関する相談・問合せは、市立保健
センター☎ 042－ 565 － 5211 まで。

健康ひとくちメモ

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ
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　7 月 22 日㈯ 午後 3 時開演
／大ホール　全席指定／一般
6,000 円（友の会 5,500 円）、3
歳以上は有料。3 歳未満ひざ
上鑑賞は無料、座席が必要な
場合は有料。
●真夏に響けハーモニー
～岡本知高・榎本潤・東大和
少年少女合唱団～

　8 月 6 日㈰午後 4 時開演／
大ホール　全席指定／大人
3,000 円（友の会 2,500 円）、子
ども 2,000 円（3 歳以上中学生
以下）／ 3 歳未満ひざ上鑑賞
は無料。
●スティールパンライブ！
～感じようカリブの風～
　8 月 11 日（祝日）午後 3 時

開演／小ホール　全席自由／
一般 2,500 円（友の会 1,500 円）、
子ども 1,000 円（5 歳以上小学
生以下）
　カリブ最南端の楽園で生ま
れた、世界で一番、人の心を
癒す音をお楽しみください。

ロビーコンサート

●国立音楽大学生による演奏
会「“初夏を感じる”ランチタ
イムコンサート」
　6 月 28日㈬正午開演／入場
無料／出演　梅枝理恵（オー
ボエ）、美濃部夏美（ユーフォ
ニアム）、有岡菜保（ピアノ）

7 月の施設利用の申込み

施設名 申込対象月
大・小ホール 平成30年７月
その他施設 平成30年１月

　市民を対象とした調整会議
は、７月１日㈯午後１時 30 分
から行います。

チケット発売中の自主事業

●ハミング・ザ・シネマ夏
①「スタンド・バイ・ミー」
②「セッション」
　7 月 15 日㈯①午後 1 時上映
②午後 3 時 30 分上映／小ホ
ール　全席自由（全入替制）
／各回 500 円
●由紀さおり・安田祥子コン
サート 2017

古紙含有率70％再生紙を使用しています

 東大和市民会館
 ハミングホール
窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時

☎ 042-590-4414

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
免
除
制
度

　

申
請
者
本
人
、
申
請
者
の
配

偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と

保
険
料
の
一
部
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
一
部
（
半
額
、
４
分

の
１
、４
分
の
３
）
の
保
険
料

が
免
除
に
な
る
一
部
納
付
が
あ

り
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　

申
請
者
本
人
と
申
請
者
の
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
で
20
歳
以
上
50

歳
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
を
納
期
限
か
ら

最
長
で
10
年
、
後
払
い
に
で
き

ま
す
。

※
両
制
度
と
も
申
請
す
る
被
保

険
者
本
人
が
自
署
で
き
な
い
場

合
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
失
業
に
よ
り
申
請
（
退
職
特

例
）
を
す
る
場
合
は
、
雇
用
保

険
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
公
的
機
関
が
発
行
す

る
退
職
日
が
分
か
る
証
明
書
の

い
ず
れ
か
（
各
証
明
書
の
退
職

日
に
よ
っ
て
は
、
特
例
措
置
に

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
退
職
特

例
に
よ
る
免
除
・
納
付
猶
予
の

承
認
は
、
継
続
申
請
の
対
象
外

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
】

　

平
成
29
年
７
月
～
平
成
30
年

６
月
分
（
１
年
間
）
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
は
、
７
月
１
日

㈯
か
ら
保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
継
続
申
請
に
よ

り
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承

認
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成

29
年
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
（
た
だ
し
、
平
成
28
年
中

の
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
）。

○
申
請
日
の
２
年
１
か
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

が
で
き
ま
す

〈
免
除
申
請
が
可
能
な
期
間
〉

（例）
平
成
29
年
７
月
に
申
請
す
る

場
合
、
平
成
27
年
６
月
分
か
ら

平
成
30
年
６
月
分
ま
で
。

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
が
遅
れ
る
と
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―
05

―
１
１
６
５

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

03
―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

▽
受
付
時
間

◦
月
～
金
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
月
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

◦
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
） 

：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
―
523
―
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

自転車等利用自粛のお願い

　市では、各駅周辺の公共自転車等駐車場の整備工事を
順次実施しています。工事期間中は、駐車スペースが限ら
れますので、自転車等利用の自粛
をお願いします。
▷問合せ　土木課・内線1213まで。
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※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
TEL	042-528-1611（代）へ

市民記者
レポート

子育てしやすいまち日本一を目指して

　先日、市役所のロビーで、とてもきれいなバック
パネルを見つけました。気になったので職員の方に
聞いてみると、婚姻届等の記念撮影用に 5 月から
設置されたものでした。今までは、婚姻届を提出す
るという人生の節目であるにもかかわらず、すこし
味気ないものでした。この素晴らしい思い出を末永
く残してほしいとの思いを込めて設置したようです。
市民課の窓口に様々なメッセージボードが用意され
ていて、カメラを持参すれば、職員が撮影してくれ
ます。私も今年結婚 30 周年を迎えるので、利用し
てみようかなと思ってしまいました。
　また、6 月から「婚姻・子育て応援ブック」の
配布が始まりました。カラー刷りでとても見やすく、
最終ページにオリジナル婚姻届があり、多摩湖の取
水塔がデザインされていて素晴らしいものです。た
だ残念なことに、婚姻届は窓口に提出すると手元に
記念でとっておくことができないので、提出の前に、
バックパネルの前で撮影することをお勧めします。
　さらに、東大和市で結婚するにあたりとてもいい
ニュースがあります。昨年、民間の新聞社の調査
による「共働き子育てしやすい街ランキング 2016」
で全国主要都市の中で第 4 位と好評価を得ました。
共働きをする際に必要な施設と補助に注目した評価
ポイントでランキングされたものです。保育園が充
実している上に、「子ども家庭支援センター」の存
在や、保育コンシェルジュ、休日保育、病児・病後
児保育お迎えサービスなどが高い評価を得たようで
す。
　日頃、自然が多く、物価も安く、割と交通の便も
いい東大和市を個人的に「ちょうどいい田舎」と思っ
ているのですが、今後も行政サービスを活用し、こ
の町で多くの人が子育てを楽しんでほしいです。そ
して、この町を「故郷」と呼ぶ人が、増えることを
楽しみにしています。

（市民記者　鈴木富雄）
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